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一般共同研究（インキュベーション研究）

近年の人為的要因に由来するアジアの昆虫相の変化とその生態リスク

荒谷邦雄（九州大学大学院比較社会文化研究院）

陸域生態系の生物多様性のうちで極めて大きなウエイトを占める昆虫類は、生態系機能の多くを担っており、その

多様性の低下やファウナの変化は、人間の福利にも深く関わる様々な生態系サービスに多大な影響を与えることが予

想される。本研究では、近年の人為的要因に由来するアジアにおける昆虫相の変化の様相を正確に把握し、その主原

因を追求することで今後の動向を予測するとともに、こうした昆虫相の変化が生態系サービスや人間の福利に与える

影響についても統合的に解明・検討することを試みた。研究期間中、国内では琉球列島で野外調査を実施し、侵入し
た外来種の動向とそれらの在来固有タクサへの影響に関して精査した。また、国外では台湾とマレーシア（サバ州）

において、原地における昆虫産業（生体・標本の採集、輸出）の実態を把握するとともに、商業目的の過剰な採集が
現地の昆虫相に与えている深刻な影響を調査した。

スラブ・ユーラシアにおける環境と公共性：広域的水系域の比較研究

家田　修（北海道大学スラブ研究センター）

本研究では、体制変動期以後のスラブ・ユーラシア地域（旧ソ連東欧圏）における自然文化環境の変容を広域性と
公共性、すなわち国境を跨ぐ公共圏という視点から学際的に解明することが目指される。この地域における広域性・
公共性は既に出来上がったものではなく、空間的、歴史的に極めて多様な自然文化環境の中でいま形成途上にある。

それは西欧的な国民国家や市民意識のみに基づいて新たな広域公共圏が形成されているわけではなく、東や南の隣接

地域との関係も視野に入れる必要がある。この錯綜した関係こそがスラブ・ユーラシア地域の現実であり、そうした
現実と向き合ってきた地域研究が環境研究と協働して新しい地域環境学を創造する意義は非常に大きい。本研究では

水域に焦点をあててこの問題に取り組む。具体的にはドナウ川やアムール川における環境保全と開発をテーマとして

現地調査を行い、成果をオックスフォード円卓会議などで報告した。

熱帯地域における土地利用形態とガバナンスの違いがエコシステムサービスの劣化プロセスと頑強性に及ぼす影響

奥田敏統（広島大学大学院総合科学研究科）

東南アジアの熱帯生態系を対象に資源管理やガバナンスが異なる地域（インドネシア、マレーシア半島部、マレー

シア　サバ州）それぞれの地域における統治機構（ガバナンス）と土地利用変化およびその歴史的背景や森林減少の

地理的（空間的）パターンがどのように関連しているかを明らかにする目的で調査を行った。特にサバ州においては

クロッカワー国立公園周辺域における森林劣化と地域住民との関連性に関する情報収集を行った。さらに地元の研究

機関（マレーシア森林研究所、マレーシアプトラ大学、ボゴール農科大学、LIPI、JICA事務所（チビノン））などを

訪問し、森林修復に関する地元の行政機関や研究機関の対応や劣化抑止のためのインセンティブ導入の可能性などに

関して意見交換を行った。

当初、本研究の遂行にあたってはガバナンスの類型化から始めることを想定していたが、ガバナンスは地域的に多

様化し、さらに重層化しているため、まず、土地や森林劣化防止のためのインセンティブメカニズム（例：カーボン

オフセットや生物多様性オフセット、森林減少抑止プログラム（REDD）など）との関連性からエコシステムサービ

スの劣化や抑止プログラムへの地域社会の対応を分析した方が、将来的な研究プロセスの展望というてんではより明

確な道筋が見えてくると考えられた。現在マレーシアやインドシアの州政府や中央政府は上記のようなインセンティ

ブメカニズムの実施に強い関心を示しており、これらのインセンティブメカニズムを研究テーマの要素として取り入

れることで逆に複雑な階層構造を示すガバナンスの状況と土地利用変化の関係が整理できると考えられた。したがっ

て次のステップとしてこれらのインセンティブの方向性と森林資源管理の手法を幾つかに整理し、エコシステムサー

ビスの劣化・頑強性とその保全対策に対応づけるための新たな研究分野の創造が必要であると考えられた。
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サハラ以南アフリカ半乾燥地における砂漠化対処アプローチの構築 

田中　樹（京都大学大学院地球環境学堂）

サハラ以南アフリカ半乾燥地は、砂漠化の最前線として知られている。砂漠化対処は、貧困解消や環境保全など暮

らしの安全保障の実現に向けた世界的な課題である。本研究は、西アフリカ・ニジェール国のサヘル地域の農耕民や
牧畜民など複数の民族が暮らす村落を対象として、社会・生態環境や生業戦略の特徴付け、砂漠化対処に有効な簡便
技術の実証および地域支援アプローチの構築につながる情報を収集することを目的に実施された。一連の取り組みを

通して、過去の干ばつや病害などを原因とする「危機の年」における対処行動、小規模な副生業の重要性、主生業に

よる「危機」への感受性の違いを明らかにした。砂漠化対処技術では、自らが構想・開発した「耕地内休閑システム」
による風食抑制と収量改善の効果を証明した。同時に、この技術をマーカーとする住民参加型村落調査により、住民

間に技術情報伝播チャンネルが存在し機能することを確認した。

全球緑化：思考と実践

福井希一（大阪大学大学院工学研究科）

本研究は当初、乾燥化が進む熱帯半乾燥地を新規の燃料植物によって大規模かつ効果的に緑化して環境・エネル
ギー・温室効果ガスといった地球レベルの諸問題解決に貢献し、新しい価値観と文明を創造することを目的とする研
究として提案された。この提案から出発して様々な分野の研究者を招いて３回の研究会と１回のシンポジウムを行い

議論を深め、さらに事務局内でも検討を重ねた。これらの議論を通して、①緑化が無条件で良いものではないという

事実の認識が共有されたこと。②「緑化」を検討する上で鍵となるのがそれぞれの地域の人間の生活とそこでの環境

条件であるのがわかったこと。③人間と地球と植物の３者の関係を示す新たな概念の必要性が導き出されたこと、が

ISの成果である。この概念に基づき、それぞれの地域に適した「あるべき緑」の姿を提言できるような指標を作る

ことが重要であると考えられる。そのため我々は当初の目的を変更し、新指標作成を今後の新たな目的として本研究

を進めることに決定した。
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地球研創設以来の研究推進センターは、2007年 10月 1日から新たに研究推進戦略センター（CCPC：Center for 

Coordination, Promotion and Communication、以下、戦略センター）として再編した。戦略センターは、地球研の基本

理念に基づき、既存の学問分野の枠組みを超えた新たな視点を見出すための基盤作りをおこなうことを目的に設けら

れたものである。

戦略センターは、地球研の研究プロジェクトを多面的に支援し、得られた研究情報や成果を集積・発信し、さらに
新たな研究を創出するための戦略を策定する重要な機能を担っている。その機能を実現するために、戦略センターに

機動的な３つの部門を配置した。それらは、（1）戦略策定部門、（2）研究推進部門、（3）成果公開・広報部門である。

（1）戦略策定部門：

地球環境学の構築、研究戦略と将来計画の策定、国内外における諸研究機関との研究連携の推進、地球環境学や環

境問題に関する世界的な研究動向に関する調査と情報収集、大学院教育への協力や若手研究者の育成に向けての基盤

整備をおこなうことを主要な業務としている。また、地球研の全体研究発表会の運営を担当し、研究の活性化に努める。

（2）研究推進部門：

地球環境学の情報の収集と分析、研究情報に関するデータベースの構築、アーカイブスの整備と維持管理、文献図

書と諸資料の収集と整備、重点的な研究分野における実験施設の管理と運営、多様な形態の野外研究の支援と管理な

どをおもな業務としている。

（3）成果公開・広報部門：

地球環境学や環境問題、研究プロジェクトの成果などの発信に関する方針を策定し、各種のシンポジウム、研究集会、

セミナーを実施するとともに、成果の出版をおこなう。これらの活動を国内外の研究者や一般市民に発信するための

広範囲な活動を実施することをおもな業務としている。2009年度は、地球研国際シンポジウム、地球研フォーラム、

地域連携セミナー、市民セミナーなどをおこなった。研究の成果として『地球研叢書』、『地球研ライブラリー』を出

版するとともに、研究情報の発信のための『地球研ニューズレター』（Humanity & Nature Newsletter）を発刊した。また、

新聞における地球環境問題に関する連載や地元小中高校との学習会を実施した。

以上の 3部門には専任の部門長が配置され、部門ごとに実働のグループとなるいくつかのタスクフォースが配置さ

れている。タスクフォースの作業は、戦略センターの専任スタッフ以外に、研究部と管理部の密接な連携と協力の元

におこなうことになっている。また 3部門は相互の連携を元に戦略センター全体としての機能を果たすために、部門

長会議、研究推進戦略センター会議をおこなう。

研究推進戦略センターの概要と活動
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1.国際シンポジウム
第 4回地球研国際シンポジウム（RIHN 4th International Symposium）

地球研の本研究プロジェクト（1本）が 2010年 3月で終了するにあたり、地球研としての研究成果を広く世界に

発信するために、第 4回地球研国際シンポジウム「境界のジレンマ　－新しい流域概念の構築に向けて」を 2009年

10月 20日－ 22日に地球研講演室にて開催した。詳細は下記のとおり。

＜プログラム＞

オープニングセッション

10月 20日（火）

司会： 白岩孝行（総合地球環境学研究所）

開会の挨拶：立本成文（総合地球環境学研究所長）

シンポジウムの趣旨説明：谷口真人（総合地球環境学研究所）

基調講演

「国連による越境地下水の国際法の法典化」

山田中正（外務省特別顧問 / 前国連国際法委員会委員）

セッション 1　地表環境と地下環境―知られざるつながり― 

司会：大西健夫（総合地球環境学研究所）

「地表と地下および陸と海のつながりを考慮したアジアにおけるより良い環境マネジメント」

谷口真人（総合地球環境学研究所）

「水域環境の研究における NA（窒素－ヒ素）境界の重要性」

細野高啓（熊本大学）

「Rn-222 質量収支を用いた湖沼への地下水流入量の評価」

BURNETT, William、DIMOVA, Natasha (Florida State University, USA)

セッション 2　陸と海―境界を越えた連続性― 

司会：谷口真人（総合地球環境学研究所）

「「巨大魚付林」－大陸と外洋をつなぐ新たな環境システム」

白岩孝行（総合地球環境学研究所）

「アムール川とオホーツク海における溶存鉄の生成と輸送の数値シミュレーション」

大西健夫（総合地球環境学研究所）、三寺史夫（北海道大学低温科学研究所）

「「森は海の恋人」運動と連携した森里海連環学の基本概念と、筑後川－有明海におけるケーススタディ」

田中　克（京都大学）

「回遊魚による海洋起源の栄養の陸域への輸送－ロシア極東域における太平洋サケによる事例研究」

室田　武（同志社大学）

ディスカッション 

10月 21日 (水 )

セッション 3　人為的境界が引き起こす問題 
司会：白岩孝行（総合地球環境学研究所）

「国境とガバナンスシステムの分断－アムール・オホーツク生態系システムの法的、政治的分析」

花松泰倫（総合地球環境学研究所）

「日本における魚付林の歴史」　　若菜　博（室蘭工業大学）

「流域管理への地下水境界問題の統合」　 JARVIS, William Todd（Oregon State University）

研究成果の発信
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「日本の法体系における地表水と地下水の境界－その帰結と改善策－」　　遠藤崇浩（総合地球環境学研究所）

セッション 4　境界を超えた新しい流域マネジメント

司会：遠藤崇浩（総合地球環境学研究所）

「ヘルシンキ委員会によるバルト海アクションプラン－生態系アプローチにもとづいた周辺 9カ国による準閉鎖性水

域の管理」

LEPPÄNEN, Juha - Markku（Finish Environmental Institute）

「里海研究・里山研究の統合－沿岸域と流域の新しい統合的管理へ向けて」　　松田　治（広島大学）
「境界知らずは帯水層、境界つくるは農家達－誰がどうしたらいい！？」

PURI, Shammy（Secretary General of IAH, Consultant to UNESCO）

「熊本における境界を越えた地下水資源の管理－ 70 万人以上の市民を支える持続可能な地下水管理」

嶋田　純（熊本大学）

ディスカッション 

10月 22日（木）

セッション 5　総合討論

司会：谷口真人（総合地球環境学研究所）

セッション 1の要約　ラポーター：中野孝教（総合地球環境学研究所）

セッション 2 の要約　ラポーター：中塚　武（名古屋大学）

セッション 3 の要約　ラポーター：窪田順平（総合地球環境学研究所）

セッション 4 の要約　ラポーター：家田　修（北海道大学）

アジェンダ設定　大西健夫（総合地球環境学研究所）

総合討論 

閉会の挨拶：渡邉紹裕（総合地球環境学研究所）

ビジネス・ミーティング

2.地球研フォーラム
「地球環境問題とは何か？」「総合地球環境学とはどういうものか？」「それでなにがわかるのか？」「地球環境問題

は将来どうなっていくのか？」「地球環境問題は解決できるのか？」このような疑問に答えるべく地球研フォーラム

では、地球研の理念、研究成果に基づき将来を見越した具体的な問題提起を行い、議論を促す。とくに「いわゆる地

球環境問題の根源は人間の文化の問題」という観点を重視する。

本年度は第 8回目を下記のとおり開催した。

第 8 回地球研フォーラム「よく生きるための環境－エコヘルスをデザインする」

日時：2009年 7月 5日（土）

会場：国立京都国際会館

＜プログラム＞

所長挨拶　立本成文（総合地球環境学研究所長）

趣旨説明

「エコヘルス－環境と健康は繋がっている」　　門司和彦 （総合地球環境学研究所）

講演

「日本人のエコヘルス－インドネシアとの比較から－」

鈴木庄亮（群馬大学名誉教授・NPO法人国際エコヘルス研究会代表）

「モンゴル草原とボルネオ熱帯林に暮らす人々のエコヘルス」　山村則男（総合地球環境学研究所） 
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「サブサハラ・アフリカに暮らす人々のエコヘルス」　梅津千恵子（総合地球環境学研究所）
「太平洋の島々に暮らす人々のエコヘルス－蚊媒介疾病対策を通して見えてきたもの－」

一盛和世（世界保健機関（WHO) 「無視されている熱帯病」対策部門・媒介昆虫生態・対策分野・科学官）
パネルディスカッション

鈴木庄亮、山村則男、梅津千恵子、一盛和世

司会：阿部健一・門司和彦

3.地球研市民セミナー
地球研の研究成果を広く一般市民に情報提供することを目的として、2004年 11月から始まったものであり、2009

年度においては本研究所の講演室またはハートピア京都にて次のとおり計 6回開催した。

地球研研究スタッフが講師となり、地球環境問題を具体例に則して分かりやすく解説し、会場から熱心な質問が毎

回寄せられている。

第 32回　2009年 4月 17日　「石油資源がなくなったとき、どうやって生活していきますか？」

嶋田義仁（名古屋大学大学院文学研究科・教授）、縄田  浩志（総合地球環境学研究所）

第 33回　2009年 6月 19日　「世界の水、日本の水－ 21世紀の日本の役割」

竹村 公太郎（日本水フォーラム事務局長・財団法人リバーフロント整備センター理事長）、渡邉 紹裕（総合地球環

境学研究所）

第 34回　2009年 9月 11日　「万物共存の哲学－環境思想としての朱子学」

木下鉄矢（総合地球環境学研究所）、鞍田　崇（総合地球環境学研究所）

第 35回　2009年 10月 16日　「中国の環境問題 – 国際的民間協力の役割と可能性」

高見邦雄（認定 NPO法人緑の地球ネットワーク事務局長、窪田　順平（総合地球環境学研究所）

第 36回　2009年 12月 18日　「現代インドの経済発展と環境問題」

SWARUP, Vikas（駐大阪神戸インド総領事）、長田 俊樹（総合地球環境学研究所）

第 37回　2010年 2月 16日　「地球温暖化と水」

真鍋淑郎（プリンストン大学大気海洋研究プログラム上級研究員）、阿部健一（総合地球環境学研究所）

4.地球研地域連携セミナー
日本の地域ごとの環境と文化に関するさまざまな問題を、地球研の研究スタッフと地域の有識者が会し、地域の人々

とともに考え活発な議論を行う。2005年度より新たに始めたもので、2009年度は下記のとおり開催した。

第 6回地球研地域連携セミナー「山・ひと・自然 －厳しい自然を豊かに生きる」

日時：2009年 11月 28日

会場：まつもと市民芸術館 主ホール

主催：総合地球環境学研究所、信州大学、信州大学山岳科学総合研究所、松本市

後援：松本市教育委員会、松本観光コンベンション協会、NHK長野放送局、SBC信越放送、NBS長野放送、TSBテ

レビ信州、abn長野朝日放送、テレビ松本ケーブルテレビジョン、信濃毎日新聞社、朝日新聞長野総局、毎日新聞

長野支局、読売新聞長野支局、産経新聞長野支局、日本経済新聞社長野支局、中日新聞社長野支局、市民タイムス

＜プログラム＞

開会挨拶：菅谷　昭（松本市長）、山沢清人（信州大学長）

趣旨説明：「地球環境問題：地域と地球をつなぐこと」　窪田順平（総合地球環境学研究所）

話題提供 1　「ヒマラヤに生きる―生老病死と環境」　奥宮清人（総合地球環境学研究所）

話題提供 2　「信仰から見た山と人間の関わり」　笹本正治（信州大学副学長・人文学部）



140

話題提供 3　「安曇野のオオルリシジミ―チョウが舞う里山の再生」

　中村寛志 （信州大学農学部附属アルプス圏フィールド科学教育研究センター）

話題提供 4　　「地域の暮らしと環境の関わりからみた医療―松本市医師会の取り組み」

　須澤博一（社団法人松本市医師会長）  

パネルディスカッション 

司会：鈴木啓助（信州大学山岳科学総合研究所長）、阿部健一（総合地球環境学研究所） 

パネリスト：窪田順平、奥宮清人、笹本正治、中村寛志、須澤博一、坪田明男（松本市副市長）

閉会挨拶：立本成文（総合地球環境学研究所長）

第 7回地球研地域連携セミナー　連携セミナー「にほんの里から世界の里へ」

日時：2010年 2月 6日

会場：石川県立音楽堂　邦楽ホール

主催：総合地球環境学研究所、金沢大学、国連大学高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット、財
団法人森林文化協会

後援：石川県、金沢市、石川県教育委員会、金沢市教育委員会、大学コンソーシアム石川、朝日新聞社、北陸朝日放送

第 1部の特別協賛：財団法人地球産業文化研究所

＜プログラム＞

第 1部　　生物多様性と人の営み－「にほんの里 100選」新たな挑戦

開会挨拶　粕谷卓志（財団法人森林文化協会理事長・朝日新聞東京本社代表） 
ビデオメッセージ　Ahmed Djoghlaf（生物多様性条約事務局長）

趣旨説明　藤原勇彦（財団法人森林文化協会常務理事）

「にほんの里 100選」各地からの報告 

岩手県萩荘・厳美の農村部　千坂げんぼう（久保川イーハトーブ自然再生研究所）、埼玉県三富新田　中西博之
（武蔵野の農と文化研究会）、兵庫県黒川　大門　宏（菊炭友の会）、山梨県増富　曽根原久司（NPO法人「えがお

つなげて」）、島根県西ノ島　角市正人（牧畑を後世に伝える会）、山口県祝島　橋部好明（祝島自治会副会長）、長

野県栄村　松尾　真（NPO法人「栄村ネットワーク」）、長野県上村下栗　胡桃沢三郎（下栗自治会長）

パネルディスカッション 

司　会：伊藤智章（朝日新聞論説委員）

パネリスト：あん・まくどなるど（国連大学高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット所長）、鷲
谷いづみ（東京大学大学院）、森本幸裕（京都大学大学院）

第 2部    豊かさを問う－里山ＳＡＴＯＹＡＭＡの未来可能性

開会挨拶　立本成文（総合地球環境学研究所長） 

趣旨説明　秋道智彌（総合地球環境学研究所副所長・教授）
特別講演　「都会に里山を」

　　　　　奥本大三郎（フランス文学者、日本昆虫協会会長、NPO日本アンリ・ファーブル会理事長）
講演　　　「里山・里海万華鏡」　
　　　　　あん・まくどなるど（国連大学高等研究所いしかわ・かなざわオペレーティング・ユニット所長）
　　　　「里山里海フィールドを活かした地域再生人材の育成」　北野慎一（金沢大学地域連携推進センター）

　　　　「里山 SATOYAMAという関係価値」　阿部健一（総合地球環境学研究所） 

パネルディスカッション 

司　会：中村浩二（金沢大学学長補佐・教授）、遠藤崇浩（総合地球環境学研究所）
パネリスト：奥本大三郎、あん・まくどなるど、秋道智彌、阿部健一  

閉会挨拶　中村浩二（金沢大学学長補佐・教授）  
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5.研究プロジェクト発表会
すべての研究プロジェクトの進捗内容について、プロジェクトリーダーが発表を行い、地球研の研究教育職員のみ

ならず事務職員や外部の共同研究者の前で質疑応答を行う。3日にわたる研究発表会には 445人が参加した。こうし

た全所的な取り組みと活発な意見交換は地球研における自己点検評価につながる重要な研究活動となっている。

日時：2009年 12月 9日、10日、11日

場所：コープイン京都

6.地球研セミナー
地球環境学の関わる最新の話題と研究動向を共有し、新たな研究の指針を得るために国内および海外の研究者を講

師として招へいし、地球研における研究活動と有機的な連携を実現するためにおこなうのが地球研セミナーである。

本セミナーは年間数回程度の頻度で開催し、多面的な研究課題を扱うものであり、比較的完成度の高いテーマの紹介

と議論に焦点を当てたものである。

第 36回　2009年 5月 15日　「気候変動と野外遺跡の成立と保存－中国敦煌莫高窟の成立と気候変動」

福田正己 (アラスカ大学フェアバンクス校 )

第 37回　2009年 6月 16日　「水資源管理における水の再利用の役割」

浅野　孝（カリフォルニア大学デービス校名誉教授） 

第 38回　2009年 6月 30日　「「科学」の活かしかた：気候変動に関する各国の政策はどのように決まっているのか」

BROADBENT, Jeffrey Praed (ミネソタ大学社会学部） 

第 39回　2009年 7月 8日　「秘境　タクラマカン－テレビ屋にとっての魅力」

後藤多聞（元ＮＨＫエグゼクテイブ・プロデューサー / 地球研客員教授）

第 40回　2009年 9月 30日　"Natural science and social practice: How understanding science affects sustainable 

practice for migrant workers in China and fi shermen in the Baltic Sea"

CHABAY, Ilan（Chalmers University of Technology, Sweden）

第 41回　2009年 11月 12日　「革命後のジャカルタ－アクセス可能な都市」

ANDERSON, Benedict（コーネル大学政治学部名誉教授）

第 42回　2010年 2月 12日　「中国における NGO、公衆参加とダム建設」

WANG Yongchen（中国環境 NGO「緑家園ボランティア」主宰）

7.談話会
総合地球環境学研究所所員および客員教授、非常勤講師、外来研究員などの地球環境学に関連した個別のテーマに

ついて自由に発表を行い、研究者相互の理解と総合交流を図ることを目的としている。地球研における多様な研究分

野と方法について地球研セミナーともに、日常的な研究交流の場として重要な機能をもつものであり、ほぼ隔週の頻

度で談話会セミナーを実施している。
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第 143回 2009年 5月 13日　「プロジェクト研究発表会ワーキンググループの経過報告」

大西健夫（プロジェクト上級研究員）

第 144回 2009年 5月 20日　「淡水域におけるコイヘルペスウイルスの検出と定量」

源　利文（プロジェクト上級研究員）

第 145回 2009年 6月 2日　「外洋と陸域をつなぐ沿岸学の試み──沿岸域でモノはどう動くのか？」

中田聡史（プロジェクト研究員）

第 146回 2009年 6月 16日　「中国農業の土地生産性変化とエコロジカルフットプリント」

豊田知世（プロジェクト研究員）

第 147回 2009年 6月 30日　「国際法の断片化と統合の狭間で」

花松泰倫（プロジェクト研究員）

第 148回 2009年 7月 7日　「「視える世界」と「視えない世界」にむけられる文化人類学の視座」

中村　亮（プロジェクト研究員）

第 149回 2009年 9月 15日　「建築が変わるとき──インドネシア・メダンにおける植民地期の高床式住宅を事例
として」

林　憲吾（プロジェクト研究員）

第 150回 2009年 9月 29日　「アフリカ内陸半乾燥地の穀物農業──チャド湖の事例から考える」

石山　俊（プロジェクト研究員）

第 151回 2010年 3月 8日　「見えない地下情報を可視化する方法── 3次元地質モデリング」

米澤　剛（助教）

第 152回 2010年 3月 30日　「ケミカルを利用したオタマジャクシの生き残り戦略」

髙原輝彦（プロジェクト研究員）

8.出版活動

8-1　地球研叢書
地球研の出版や成果の意味を学問的に分かりやすく紹介する出版物。2009年度においては、窪田順平編『モノの

越境と地球環境問題──グローバル化時代の〈知産知消〉』、和田英太郎・神松幸裕編『安定同位体というメガネ──
人と環境のつながりを診る』を刊行した。概要は次の通り。

『モノの越境と地球環境問題──グローバル化時代の〈知産知消〉』（窪田順平　編）

序章　　モノがつなぐ地域と地球

もうひとつの地球環境問題／地球環境問題における「地域」と「地球」の関係／資源を輸入に依存する日本／失わ

れたつながりを取り戻すための試み―フェアトレード、認証制度／「地産地消」から「知産知消」へ／会うことのな

い人びと、まだ見ぬ世代へ果たすべき私たちの責任とは

第 1章　食料―エビの風景

はじめに―エビのアジア／カリマンタンの日系エビ会社と漁民／養殖池の畔で／マングローブ林の伐採／津波とい

う天災、養殖池という「人災」／むすびにかえて―「会うことのない人たち」との関わり

第 2章　木材―アムールトラの棲む森はいま

輸出志向の森林開発が招く危機／越境した木材の行方／わたしたちに求められること

第 3章　水―日本に輸入される大量の「仮想水」

経済のグローバル化と日本の食料そして環境問題／偏在する水と農業／循環する水―グリーンウォーターとブルー

ウォーター／資源としての水の特徴／記録的な穀物価格の高騰―食料争奪の時代？／農業生産のための水・土地は足
りているか？／日本の立場
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研
究
成
果
の
発
信

第 4章　廃棄物―ごみの行方を追う

循環資源の輸出はどうなっているか／法的に考える循環資源の輸出／Ｅ－ｗａｓｔｅの越境移動／金属スクラップ

の越境移動／ＰＥＴボトルなど廃プラスチックの越境移動／循環資源の越境移動に関する課題と方向性

第 5章　感染症―この不安をどう乗り越えるか？

はじめに／地球環境問題とは「人類環境問題」である／地球研の使命／ラオス少数民族の生活とマラリア／日本か

らの古タイヤの輸出と米国でのデング熱の発生／日本人が基点となったアメリカでの麻疹の小流行／一九一八年のイ

ンフルエンザ流行／新たなインフルエンザ世界流行／ブタ由来インフルエンザＡ／Ｈ１Ｎ１流行の教訓と今後／感染

症に対してどういう世界を作っていったらよいか／感染症リスクの軽減にむけて

第 6章　地産地消から知産知消へ―つながりという「関係価値」

きっかけ／「食」の何が問題なのか／つながりを考えること／生産地と消費地のつながりが弱くなるということ／

地球時代の「地産地消」／「知産知消」―東ティモールのコーヒー／「関係価値」の創出

『安定同位体というメガネ──人と環境のつながりを診る』（和田英太郎・神松幸弘　編）

序章　　安定同位体って何？

環境問題をひもとく新しい道具／この本の構成／安定同位体とは／人と環境のつながりを診るメガネ／同位体の分

別作用／どんな元素で何を診るのか？

第 1章　生き物同士のつながりを診る―アミノ酸の窒素同位体比を用いて

食べ物と安定同位体比／アミノ酸の窒素同位対比から覗く生態系／アミノ酸の窒素同位対比を測定するには？／食

物連鎖を通したアミノ酸窒素同位対比の変動／海の生物でみてみよう／環境変化の歴史を追う／将来への応用

第 2章　気候と社会の歴史を診る―樹木年輪の酸素同位対比からの解読

これまで樹木年輪でどんな研究がされていたか／酸素同位対比との出会い／よみがえる過去の気候変動／本州南部

での梅雨期の水環境の復元／卑弥呼誕生の背景もみえてきた！／高時間分解能での古気候復元が意味するもの

第 3章　地球環境のトレーサビリティー

資源問題と環境問題をつなげる元素／地球環境を構成する元素のトレーサビリティー／流域環境に及ぶグローバル

化の影響／地域岩石の指紋―ストロンチウム同位体／水に残る石の指紋／ストロンチウム同位体でみる川と湖のつな

がり／水と生物をつなぐストロンチウム同位体／酸性雨を引き起こす元素、硫黄／地下資源の指紋―硫黄の安定同位

体／硫黄同位対比で追跡する酸性雨の発生源と生物影響／地下資源を使えば爪も変わる―グローバルな硫黄の循環／

人体をめぐる硫黄の循環／安定同位体（ＳＩ）による環境トレーサビリティー学

第 4章　環境診断学の誕生

安定同位体研究の 50年史／ 1960年代以前―同位体が世界で注目を浴びた日／ 1960年代―自然界における窒素・
炭素同位対比の変動を探る／ 1970年代―同位体生物地球化学のはじめ／ 1980～ 90年代―同位体生態学の構築をめ

ざして／ 2000年代―同位体環境診断学／おわりに

8-2 地球研ニュース：『Humanity & Nature Newsletter』
地球研として何を考え、どのような活動を行っているのか、また所員には誰がいて、どのような研究活動をしてい

るかなどの最新情報を、研究者コミュニティに向けて発信するもので、隔月で刊行している。2009年度は No.19～

No.24まで発行した。

9.プレス懇談会
総合地球環境学研究所の研究を社会に広く還元するための広報活動として、定期的にプレス懇談会を実施している。

地球研の主宰するシンポジウム、研究活動、出版、特筆すべき話題などに関する情報を積極的に提供し、社会との連

携に努めている。

なお、2009年度においては、以下のとおり計 5回開催した。



144

2009年 4月 14日

話題 1　　昨年度終了した２つの研究プロジェクトについて

話題 2　　本年度新たに始まった研究プロジェクトについて

話題 3　　講演会・セミナー等のお知らせ
話題 4　　研究プロジェクト等の最新成果の紹介

話題 5　　出版物その他

2009年 6月 9日

話題 1　　講演会・セミナー等のお知らせ
話題 2　　研究プロジェクト等の最新成果の紹介

話題 3　　出版物その他

2008年 9月 8日

話題 1　　講演会・セミナー等のお知らせ
話題 2　　研究プロジェクト等の最新成果の紹介

話題 3　　出版物その他

2009年 11月 11日

話題 1　　講演会・セミナー等のお知らせ
話題 2　　研究プロジェクト等の最新成果の紹介

話題 3　　出版物その他

2010年 1月 13日

話題 1　　講演会・セミナー等のお知らせ
話題 2　　研究プロジェクト等の最新成果の紹介

話題 3　　出版物その他
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連

携

研

究

「湿潤アジアにおける『人と水』の統合的研究」
研究代表者：秋道智彌

平成 17年度～ 21年度までの 5年間、人間文化研究機構（以下、機構と称する）の連携研究「日本とユーラシアの

交流に関する総合的研究」のなかで、「湿潤アジアにおける「人と水」の統合的研究」（以下、「人と水」と称する）をテー

マとする研究を実施してきた。連携研究「人と水」は、湿潤アジアにおける人と水のさまざまなかかわりを歴史、文

化、民俗、生態、環境などの多面的なアプローチから統合的に明らかにすることを大きな目的としている。具体には、

日本各地、アジアを中心とした地域における野外調査や文献・図像（各種の名所図絵類を含む）の研究をおこなって
きた。それとともに、水質の分析や水の利用をめぐる法的、制度的な問題から、地域ごとの水利用とその歴史を明ら

かにすることを大きなねらいとしてきた。

研究のテーマ群としては、人と水のかかわりを、「水と動物」、「水と植物」、「水と宗教」、「水と風景」、「水と地球

環境」、「水と生業」、「水と風景」、「水と社会」の 8テーマに分けて分析をおこない、その成果を研究連絡誌『人と水』

を通じて随時公表してきた。

調査は、国内では東京の隅田川、琵琶湖・淀川水系、京都市内、愛媛県西条市、山形県飽海郡遊佐町、岩手県上閉
伊郡大槌町などで実施した。海外では、メコン川流域、それからインドとバングラデッシュを流れるガンジス川、イ

ンダス川などで実施し，考古学的・人類学的な調査をおこなった。
「人と水」の研究では、水文学、生化学的な手法と人文・社会学的な方法を組み合わせる点がもっとも独創的であり、
人と水との総合的なかかわりを明らかにすることができた。そのなかで、安定同位体やＤＮＡ分析の手法を活用した。

研究の成果として，以下の諸点が明らかとなり、また新規の提案をおこなった。（１）地域や集水域，さらには地

下の帯水層ごとに水の質や量がたいへん多様化しており、しかもそのことと文化的、経済的なかかわりの重要性が明

らかとなった。（２）水資源へのアクセス権に関する調査から、とくに地下水は地上部の人間が私有化する「私水」

とみなすより、多くの人びとによって利用される「公水」とみなすべきであることを提起した。（３）水資源の分配

をいかに統治するかは水問題を解決するもっとも重要なことがらであり、地域だけの問題としてだけでなく、世界的

な広がりで考察すべきことが重要である。（４）聖なる水にたいする文化的な信仰は、人と水とのかかわりを考察す

る上で最も重要な案件であることを提起した。（５）水に付与されたさまざまな文化的価値の多様性は、水を利用で

きることが基本的な人権や平等性にもかかわる重要なことがらであることを提起した。

以上の研究成果以外に、以下に述べるようなシンポジウム、セミナー、展示、出版などのさまざまなメディアを通

じて、研究成果を地元や社会へと還元するさまざまな活動を実現した。とくに、一般社会への情報公開と社会連携を

目的とした一連の活動をおこなってきた。それらの概要を以下に示す。

1．シンポジウム
□地球研サテライトシンポジウム「世界遺産・人・水」
日時：平成 18年 11月９日（木）10:30～ 17:30

場所：総合地球環境学研究所　講演室

第１セッション：自然遺産と水問題

第 2セッション：文化遺産と水問題

第 3セッション：アジアの世界遺産と水問題

総合討論

□連携研究『人と水』シンポジウム「水と文明」

日時：平成 19年 2月 24日（土）　13:30～ 17:00

会場：一橋記念講堂

講演者：秋道智彌（地球研）趣旨「水と文明―自ら人類の文明を読み解く」

　　　渡辺千香子（大阪学院短期大学）「水から見たメソポタミアの歴史と文化」

　　　佐藤洋一郎（地球研）「農業・水・文明」
　　　窪田順平（地球研）「シルクロードの人と水」

連携研究
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　　　石澤良明（上智大学）「アンコール・ワットと水文明―5000分の 1地形図から判明した新事実」

　　　五味文彦（人間文化研究機構）「中世の日本文明と気候変動」

総合討論

□連携研究『人と水』 プレシンポジウム「水と文明」研究会

日時：平成 20年 3月 26日（水）13:30～ 17:00

場所：総合地球環境学研究所　セミナー室 3,4

講演者：秋道智彌（地球研）趣旨説明

　　　谷口真人（地球研）「タイの文明と水―運河と地下水と人とのかかわり―」

　　　長田俊樹（地球研）「水とインダス文明」

　　　高宮いづみ（近畿大学）「水と古代エジプト文明」

　　　八杉佳穂（民博）「水とマヤ・アステカ文明」

□連携研究『人と水』シンポジウム 「水のつながりを考える～ふるさと西条のおいしい水を、未来へ～」

日時：平成 20年 9月 15日（祝）13:00～ 17:30

会場：西条市総合文化会館小ホール

主催：総合地球環境学研究所・愛媛県西条市
講演者：秋道智彌（地球研）「人と水のつながりを考える」

　　　谷口真人（地球研）「世界の地下水問題」

　　　中野孝教（地球研）「西条のおいしい水を科学する」

　　　阿部健一（地球研）「アジアの水と人のくらし」

　　　佐々木和乙（西条市役所生活環境部長）「西条の人と水の歴史」

パネルディスカッション：「西条のおいしい地下水を守るには」

□大学改革シンポジウム「鳥海山から考える地域とくらし」

日時：平成 20年 11月 15日（土）13:00～ 17:30

会場：鳥海自然文化館「遊楽里」

主催：総合地球環境学研究所・山形県遊佐町・社団法人国立大学協会
講演者：秋道智彌（地球研）「概要説明　縄文から平成まで」

　　　細野高啓（秋田大学）「鳥海山の地質と湧水」

　　　中野孝教（地球研）「鳥海の地質と生き物をつなぐ水」

　　　谷口真人（地球研）「鳥海の湧水」

　　　齋藤　孝（遊佐町史編集委員）「多様な鳥海の植物」

　　　森　誠一（岐阜経済大学）「湧水とその生き物たち」

　　　佐藤秀彰（JA庄内みどり営農企画部遊佐営農課）「稲作と湧水保全」

　　　杉山秀樹（秋田県農林水産技術センター水産振興センター）「ハタハタやイワガキも湧水を必要としている」

パネルディスカッション：「鳥海の湧水を未来につなぐ」

司会：秋道智彌（地球研）、森　誠一（岐阜経済大学経済学部）

パネリスト：小野寺喜一郎（遊佐町長）

　　　　　加藤雄悦（まんさくの会）

　　　　　呉　尚浩（東北公益文科大学）

　　　　　杉山秀樹（秋田県農林水産技術センター水産振興センター）

　　　　　畠中祐之（自然公園管理員）

　　　　　本間正明（月光川の魚出版）
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連

携

研

究

□連携研究『人と水』シンポジウム「水と文明」

日時：平成 21年 2月 11日（祝）13:00～ 17:30

会場：一橋記念講堂

講演者：秋道智彌（地球研）「趣旨説明―水と文明」 

　　　谷口真人（地球研）「タイの文明と水―運河と地下水と人とのかかわり」

　　　長田俊樹（地球研）「インダス文明ははたして大河文明か」

　　　高宮いづみ（近畿大学）「水と古代エジプト文明」

　　　八杉佳穂（国立民族学博物館）「水とマヤ・アステカ文明」
　　　竹沢尚一郎（国立民族学博物館）「西アフリカ・サバンナの水物語」

パネルディスカッション「21世紀の水と文明を語る」

司会：秋道智彌（総合地球環境学研究所）

パネリスト：谷口真人（総合地球環境学研究所）

　　　　　長田俊樹（総合地球環境学研究所）

　　　　　高宮いづみ（近畿大学）

　　　　　竹沢尚一郎（国立民族学博物館）

　　　　　八杉佳穂（国立民族学博物館）

□大槌町制施行 120周年記念事業　人間文化研究機構　連携研究「人と水」シンポジウム「湧水の恵みを未来へ」

日時：平成 21年 11月 7日（土）

会場：大槌町立大槌中央公民館

講演者：加藤宏暉（大槌町長）「開会挨拶」

　　　秋道智彌（地球研）「趣旨説明」

　　　鷲見哲也（大同大学）「大槌の湧水と水の環（わ）」

　　　和田一雄（元京都大学霊長類研究所）「突棒漁とオットセイ」

　　　森　誠一（岐阜大学）「イトヨから湧水保全へ、そして、町づくりへ」

　　　澤山重夫（淡水型イトヨを守る会）「源水川に棲むイトヨを守り続けて」

　　　中野孝教（地球研）「森と海の生き物をつなぐ安定同位体」

パネルディスカッション

司会：秋道智彌（地球研）

パネリスト：大竹二雄（東京大学海洋研究所国際沿岸海洋研究センター）

　　　　　和田一雄（元京都大学霊長類研究所）

　　　　　森　誠一（岐阜大学）

　　　　　澤山重夫（淡水型イトヨを守る会）

　　　　　中野孝教（地球研）

2．出版物
研究連絡誌『人と水』0号～８号　人間文化研究機構 発行

0号　「水と身体 /水と儀礼 /水と社会 /水と地球環境 /水と生業 /水と植物 /水と動物 /水と風景」2006年 3月 5日発行

1号　「特集：水と身体（表象としての水）」2006年 10月 10日発行

2号　「特集：水と社会（水の管理）」2007年 3月 20日発行

3号　「特集：水と生業（水田の多面的生業利用）」2007年 10月 10日発行

4号　「特集：水と地球環境（水の量と質から探る）」2009年 3月 31日発行

5号　「特集：水と風景（人に愛される水風景）」　2008年 10月 10日発行

6号　「特集：水と動物（ちょっと意外な人とのかかわり）」2009年 3月 31日発行
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7号　「特集：水と植物（生きるのに、どれくらいの水が要るのか？）」2009年 10月 10日発行

8号　「特集：水と信仰（水の力とそのシンボリズム）」2010年 3月 31日発行

【単行本】

秋道智彌編　2008『水と世界遺産』小学館

秋道智彌・小松和彦・中村康夫編　2010『人と水　水と環境』勉誠出版

秋道智彌・小松和彦・中村康夫編　2010『人と水　水と生活』勉誠出版

秋道智彌・小松和彦・中村康夫編　2010『人と水　水と文化』勉誠出版

秋道智彌編　2010『水と文明』昭和堂

秋道智彌編　2010『鳥海山の水と暮らし―地域からのレポート』東北出版企画

秋道智彌編　2010『大槌の自然、水、人－未来へのメッセージ』東北出版企画

【図録など】

田口理恵・久保正敏・秋道智彌編　2010『水の器－手のひらから地球まで』人間文化研究機構

3.その他
□連携展示「水の器」

日時：平成 22年 3月 25日～ 6月 22日

会場：国立民族学博物館

連携研究の成果の一環として「水の器」に関する展示を開催し、学融合的な連携研究の成果を一般に公開した。
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あ AIZEN, Vladimir B. アイゼン　ウラディミール 招へい外国人研究員

秋道　智彌 アキミチ トモヤ 副所長・教授 153

阿部　健一 アベ　ケンイチ 教授 158

い 家田　　修 イエダ　オサム 客員教授

石川　智士 イシカワ サトシ 客員准教授 160

石丸　恵利子 イシマル　エリコ プロジェクト研究員 161

石本　雄大 イシモト　ユウダイ プロジェクト研究員 164

石山　　俊 イシヤマ シュン プロジェクト研究員 164

板山　朋聡 イタヤマ　トモアキ プロジェクト研究員

市川　智生 イチカワ　トモオ プロジェクト研究員

一條　知昭 イチジョウ トモアキ プロジェクト研究員 165

井上　　元 イノウエ　ゲン 教授 166

岩谷　洋史 イワタニ　ヒロフミ プロジェクト研究員 168

う WITZEL, Michael ヴィッツェル　ミハエル 招へい外国人研究員

上杉　彰紀 ウエスギ　アキノリ プロジェクト研究員

内井　喜美子 ウチイ　キミコ プロジェクト研究員 168

内山　純蔵 ウチヤマ ジュンゾウ 准教授 169

宇野　隆夫 ウノ　タカオ 客員教授

梅津　千恵子 ウメツ　チエコ 准教授 171

UYAR, Aysun ウヤル アイスン 助教 173

え 遠藤　崇浩 エンドウ　タカヒロ 助教 174

EVANS, Tom エヴァンズ　トム 招へい外国人研究員 175

お 大西　健夫 オオニシ タケオ プロジェクト上級研究員 176

大西　正幸 オオニシ　マサユキ プロジェクト上級研究員 176

岡本　雅博 オカモト　マサヒロ プロジェクト研究員

奥宮　清人 オクミヤ キヨヒト 准教授 178

長田　俊樹 オサダ　トシキ 教授 180

か 嘉田　良平 カダ　リョウヘイ 客員教授 181

加藤　雄三 カトウ ユウゾウ 助教 183

川瀬　大樹 カワセ　ダイジュ プロジェクト研究員 184

川端　善一郎 カワバタ　ゼンイチロウ 教授 185

き 岸本　圭子 キシモト ケイコ プロジェクト研究員 187

木下　鉄矢 キノシタ　テツヤ 特別客員教授

金　　憲淑 キム　ホンシュク プロジェクト研究員 188

木村　栄美 キムラ エミ プロジェクト研究員 188

木本　行俊 キモト　ユキトシ 外来研究員

く 窪田　順平 クボタ　ジュンペイ 准教授 189

久米　　崇 クメ タカシ プロジェクト上級研究員 191

鞍田　　崇 クラタ　タカシ プロジェクト上級研究員 192

こ 小泉　　都 コイズミ　ミヤコ プロジェクト研究員 194

神松　幸弘 コウマツ ユキヒロ 助教

小坂　康之 コサカ　ヤスユキ プロジェクト研究員 195

後藤　多聞 ゴトウ　タモン 客員教授

小林　菜花子 コバヤシ ナカコ プロジェクト研究員 196

個人業績紹介
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さ 蔡　　国喜 サイ　コクキ プロジェクト研究員 196

斎藤　清明 サイトウ キヨアキ 教授

酒井　章子 サカイ　ショウコ 准教授 198

酒井　　徹 サカイ　トオル プロジェクト上級研究員 199

坂本　龍太 サカモト リョウタ プロジェクト研究員 200

佐々木　尚子 ササキ　ナオコ プロジェクト研究員 201

佐藤　雅志 サトウ　タダシ 客員准教授 203

佐藤　洋一郎 サトウ ヨウイチロウ 副所長・教授 203

し C. R. Ranganathan シー　アール　ランガナタン 招へい外国人研究員

柴山　　守 シバヤマ　マモル 客員教授

ZHAO, Tianbao ジャオ　ティァンバオ 外来研究員 220

承　　　志 ショウ　シ プロジェクト上級研究員 206

白岩　孝行 シライワ　タカユキ 准教授 207

す 須田　一弘 スダ カズヒロ 客員教授

せ 瀬尾　明弘 セオ　アキヒロ プロジェクト研究員 208

関野　　樹 セキノ　タツキ 准教授 209

ZEBALLOS VELARDE, Carlos Renzo セバヨス・ベラルデ・カルロス・レンゾ プロジェクト上級研究員 211

た 高原　輝彦 タカハラ　テルヒコ プロジェクト研究員 212

立本　成文 タチモト　ナリフミ 所長 213

田中　克典 タナカ カツノリ プロジェクト研究員 214

田中　広樹 タナカ　ヒロキ 客員准教授 215

谷口　真人 タニグチ　マコト 教授 216

ち TAMANG, Jyoti Prakash タマン　ジョティ　プラカシュ 招へい外国人研究員

CHOY, Yee Keong チョイ　イー　ケオン 招へい外国人研究員

つ 辻　　貴志 ツジ　タカシ プロジェクト研究員 220

辻野　　亮 ツジノ リョウ プロジェクト研究員 221

て 寺村　裕史 テラムラ　ヒロフミ プロジェクト研究員 222

と 東城　文柄 トウジョウ　ブンペイ プロジェクト研究員 223

友川　　幸 トモカワ サチ 外来研究員

豊田　知世 トヨタ　トモヨ プロジェクト研究員

な NILES, Daniel ナイルズ　ダニエル 助教 224

中田　聡史 ナカダ サトシ プロジェクト研究員 226

中野　孝教 ナカノ　タカノリ 教授 227

中村　　大 ナカムラ　オオキ プロジェクト研究員 229

中村　　亮 ナカムラ リョウ プロジェクト研究員 231

奈良間　千之 ナラマ　チユキ プロジェクト研究員 232

縄田　浩志 ナワタ　ヒロシ 准教授 234

に 西本　　太 ニシモト フトシ プロジェクト研究員 239

は BURNETT, William C. バーネット　ウィリアム 招へい外国人研究員

郝　　愛民 ハオ　アイミン 外来研究員

長谷川　成明 ハセガワ シゲアキ プロジェクト上級研究員 240

花松　泰倫 ハナマツ　ヤスノリ プロジェクト研究員 240

濱田　　篤 ハマダ　アツシ プロジェクト研究員 241

林　　憲吾 ハヤシ ケンゴ プロジェクト研究員 243
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林田　佐智子 ハヤシダ　サチコ 客員教授

BALLANTYNE, Rachel Mary バランタイン レイチェル メアリー 招へい外国人研究員

ふ 藤原　潤子 フジワラ　ジュンコ プロジェクト上級研究員 244

FULLER, Dorian フラー　ドリアン　 招へい外国人研究員

ほ HOSSAIN, Moazzem ホサイン モアゼム 招へい外国人研究員

細谷　　葵 ホソヤ　アオイ プロジェクト研究員 245

POPOV, Alexander Nikolaevich ポポフ　アレクサンダー　ニコラエヴィッチ 招へい外国人研究員

BOERZHIJIN, Wuyunbilige ボルジギダイ オユンビリク 招へい外国人研究員

本庄　三恵 ホンジョウ　ミエ プロジェクト研究員 247

ま 前川　　愛 マエカワ　アイ プロジェクト研究員 249

槙林　啓介 マキバヤシ ケイスケ プロジェクト上級研究員 249

松川　太一 マツカワ　タイチ 外来研究員

松永　光平 マツナガ　コウヘイ 研究員／拠点研究員 251

み 光谷　拓実 ミツタニ タクミ 客員教授 252

源　　利文 ミナモト　トシフミ プロジェクト上級研究員 253

宮嵜　英寿 ミヤザキ　ヒデトシ プロジェクト研究員 255

む 村上　由美子 ムラカミ ユミコ プロジェクト研究員 256

村松　　伸 ムラマツ　シン 教授 257

め MERTZ, Mechtild メルツ　メヒティル　 招へい外国人研究員 258

も 門司　和彦 モジ カズヒコ 教授 259

森　　若葉 モリ　ワカハ プロジェクト上級研究員 260

や 安富　奈津子 ヤストミ　ナツコ プロジェクト研究員 261

谷田貝　亜紀代 ヤタガイ アキヨ 助教 262

山中　裕樹 ヤマナカ　ヒロキ プロジェクト研究員 265

山村　則男 ヤマムラ　ノリオ 教授 265

山本　圭香 ヤマモト ケイコ プロジェクト研究員 266

ゆ 湯本　貴和 ユモト　タカカズ 教授 268

よ 米澤　　剛 ヨネザワ　ゴウ 助教 270

れ LEKPRICHAKUL, Thamana レクプリチャクル　タマナ プロジェクト上級研究員 271

わ 渡邉　紹裕 ワタナベ　ツギヒロ 教授 272

渡邊　三津子 ワタナベ　ミツコ プロジェクト研究員 275

※職名は 2010年 3月 31日現在

（但し、2009年度途中で退職等した者については、退職等時の職名）
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付録 2
研究プロジェクトの参加者の構成（研究分野）

単位：人（のべ人数）
プロジェクト
番号

プロジェクト名
分　　野

専門分野
自然系 人社系 複合系 総数

C-04(FR5) 北東アジアの人間活動が北太平洋の生物生産に与える影
響評価

53 12 14 79

（自然系）海洋気象学、海洋物理学、海洋化学、生物地球化学、地球化学、土壌環境保全学、水文学、分析化学、界面コロイド科学、海洋学、アイスコアを用いた古環境復元、海洋生物地球化学、沿岸海洋物理学、海洋生物学、古海洋学と有機地球化学、森林生態学、プランクトン学、氷河気候学、
雪氷物理学、雪氷化学、土壌科学、土壌生態学、数値モデリング、気象学、土壌地球化学、水文気象データの管理、アムール川の汚染、アムール川水文学、大気化学、森林水文学、科学アウトリーチ、アムール川流域保全、火山地震学、造林学、植物生態学
（人社系）経済地理学、アムール川の土地利用変化、人文地理学、ロシア極東経済学、政治学、森林環境保全学、農業経済学、国際法、地理学
（複合系）アムール川の森林火災、森林水文学、GISモデリング、森林学、地理学、森林生態学、海洋動物資源学、生態系管理、リモートセンシング

C-05(FR4) 都市の地下環境に残る人間活動の影響 43 23 13 79

（自然系）水文学、火山学、地下水学、地球システム学、地球化学、衛星測地学、地震学、環境解析学、生物地球化学、気象学、同位体水文学、地球熱学、測地工学、水文地形学、地下水利学・固定地球科学、海洋学、陸水物理学、地質学、地下熱学、海洋地質学、同位体年代学、地球環境学、
資源生産環境学
（人社系）社会開発学、環境経済学、地理学、政治学、環境工学、都市社会地理学、文化地理学・都市研究、社会経済学、マテリアルストック解析、歴史地理学、都市環境学、環境政策学、GIS、都市計画学、人口学、地下環境学、水資源学
（複合系）環境保全学、環境動態学、地域環境学、地下熱学、地理学、地下環境学、地下水学、水資源学

C-06(FR3) 病原生物と人間の相互作用環 31 7 8 46

（自然系）ナノテクノロジー、生態学、魚類生態学、分子生物学、分子生態学、環境保全学、植物育種学、衛生学、数理生態学、水域生態学、レジオネラの生態、行動生態学、安定同位体生態学、植物生態学、理学、動物生態学、農学、生態系生態学、環境資源地質学、同位体地球科学、環境毒性学、
環境影響評価・環境政策、環境動態解析、遺伝情報学、魚類生態学、医学
（人社系）経済学、食文化、法学、環境経済学、社会学、地球環境科学
（複合系）生態学、保健学、衛生学、医学、環境保全、環境医学

C-07(FR1) 温暖化するシベリアの自然と人―水環境をはじめとする
陸域生態系変化への社会の適応

40 11 3 54

（自然系）林学、陸水学、リモートセンシング、モデリング、生態水文学、地球科学、森林気象、植物生理生態学、動物生理生態学、保全生態学、生態系影響、土木工学、気象学、大気モデル、水・エネルギー循環、生態系モデル、同位体水文学、生態学、動物行動学、河川工学、水文学、気候学、
海洋物理・陸水学、林学、生態、環境保全、年輪年代学、森林気象水文学、凍土学、寒冷圏景観学
（人社系）土木工学、社会人類学、国際関係論、社会学、政治学、文化人類学、ロシア経済、記述言語学、歴史学
（複合系）大気化学、気象学、生態水文学

D-02(FR4) 日本列島における人間―自然相互関係の歴史的・文化的
検討

68 54 10 132

（自然系）生態学、森林生態学、自然人類学、動物生態学、安定同位体生態学、理論生態学、植物系統学、人類学、植物分類学、植物遺伝資源学、古環境学、霊長類学、動物考古学、繁殖生態学、生態人類学、環境デザイン学、植物学、年代測定学、同位体地球化学、古生態学、植物生態学、森林生物学、
自然地理学、植生史学、分子生態学、木材構造学、火山灰編年学、古生物学、集団遺伝子学、動物系統学、霊長類生態学、環境デザイン学、分子系統学、分子系統進化学、火山地質学、自然史学、木質科学
（人社系）哲学、文化人類学、環境歴史学、民族学、考古学、歴史学、歴史経済学、言語民族学、民俗学、地理学、生態人類学、人文地理学、環境歴史学、環境経済学、コモンズ論、旧石器考古学、日本近代史
（複合系）保全生物学、作物学、里域生態系学、景観資源学、古環境学、生態人類学、霊長類学

D-03(FR2) 人の生老病死と高所環境―「高地文明」における医学生理・
生態・文化的適応 20 8 15 43

（自然系）森林資源学、国際保健学、地生態学、心療内科、フィールド医学、看護学、循環器内科、時間医学、水資源生態学、自然地理学、生態学、霊長類学、栄養学、森林科学、自然地理学、雪氷学、土壌学、牧畜生態学、気象、気候学、畜産学、老年病学、疫学
（人社系）民族植物学、資源経済学、人類学、アフリカ地域研究、中国思想史、自然学、チベット仏教、インドチベット仏教、考古学
（複合系）フィールド医学、老年医学、在地農業、文化人類学、農業経済学、民族植物学、人文地理学、地域研究、農業経営学、写真、草地学、神経内科学、霊長類学、環境歴史学、森林生態学

D-04(FR2) 人間活動下の生態系ネットワークの崩壊と再生 53 19 3 75

（自然系）理論生態学、相互作用生態学、草原生態学、森林生態学、生態学、昆虫学、樹木生理生態学、昆虫生態学、森林計測学、リモートセンシング、環境生態学、環境科学、物理環境学、数理生態学、土壌学、土壌科学、同位体生態学、森林土壌動物、植物分類学、環境社会学、生物地球化学、
資源環境学
（人社系）文化人類学、社会学、環境経済学、農業経済学、人類学、環境社会学、民俗植物学、地理学、理論社会学、昆虫生態学、地域研究、地域開発学、政治学、経済学、地理学、ＧＩＳ
（複合系）地域環境学、地球環境学

R-03(FR3) 民族／国家の交錯と生業変化を軸とした環境史の解明
―中央ユーラシア半乾燥域の変遷

57 39 11 107

（自然系）水文学、雪氷コア生物解析、氷河変動解析、土壌動態、気候変動解析、植生・森林生態解析、リモートセンシング解析、地下水動態、アイスコア解析、雪氷生物、湖底堆積物解析、景観生態、自然地理、土壌有機物モデリング、農地計画、雪氷学、リモートセンシング、水文モデリング、
雪氷生物学、樹木年輪解析、森林・草原生態系、灌漑計画、地形発達、第四紀学、変動地形、水同位体分析、水循環解析、考古学、衛星解析、生態系リスク評価、環境建築デザイン、景観生態学、灌漑農業システム、乾燥地水文・植物生理、雪氷コア、雪氷化学、地球化学、
代替媒体と歴史文献の統合研究、植物・昆虫学、気候学、雪氷水文学
（人社系）カザフ政治史、民族史解析、漢文文献解読・解析、遊牧システム解析、ペルシャ語文献解析、中国語文献解析、カザフ遊牧業調査、考古学、国際河川問題解析、社会人類学調査、新疆史、新疆農業史、民族学、遊牧形態、東洋史、社会人類学、満州語文献解析、考古調査、政治学、
中央アジア開発史、農業経済、カザフ近現代史、カザフスタン農学史、中国史、中央ユーラシア史、漢文資料解析、国際河川管理、環境政治学、西南アジア史、文化人類学、歴史学、宗教美術史
（複合系）カザフ民族調査、地域研究、考古学、考古調査、地理調査、地質考古学

R-04(FR2) 熱帯アジアの環境変化と感染症 49 13 14 76

（自然系）感染症学、人口学、森林生態学、寄生虫学、環境疫学、気象変動と疾病、感染症疫学、生物人類学、公衆衛生学、環境微生物学、微生物学、臨床化学、感染症免疫学、環境保健学、マラリア学、寄生虫学、人口学、国際保健学、ヘルスプロモーション、熱帯環境保健学、災害情報学、
国際学校保健学、臨床検査学、昆虫生態学、空間疫学、看護学、医昆虫学、疫学、気象学、熱帯医学、国際地域保健学、寄生蠕虫学、環境衛生、農学、環境中毒学、人類生態学、免疫学、熱帯医学、同位体環境学、地域計画学、生態学、農学、衛生、公衆衛生学
（人社系）医学社会学、歴史文学、生態人類学、医療史、公共システムプログラム、保健医療社会学、文化人類学、医療人類学、国際協力、地域研究、林学、社会人類学、国際地域保健学、国際医療協力、プロジェクトマネージメント、地理学
（複合系）人類生態学、集団健康学、保健計画学、公衆衛生学、国際農学、社会調査、保健政策学、公衆栄養学、国際地域保健学、情報学、疫学、公衆衛生学、地域情報学、東南アジア地域研究、看護学、健康教育

R-05(FR1) アラブ社会におけるなりわい生態系の研究
―ポスト石油時代に向けて

53 28 14 95

（自然系）栄養生理学、生化学、森林生態学、菌類学、植物生理学、水資源管理学、植物生理生態学、森林水文学、土壌水文学、植物生態学、緑化工学、GIS、海洋生物学、情報工学、緑化学、農芸化学、自然地理学、水文学、樹木生理学、樹木環境生理学、灌漑排水学、都市計画学、アグロフォレストリー、
林学、植物分類学、環境科学、昆虫学、病理学、農業工学、食品科学、栄養生理学、臨床病理学、雑草学
（人社系）考古学、農業経済学、文化人類学、イスラム文化、民俗学、開発社会学、宗教人類学、歴史学、開発学、教育学、女性開発学
（複合系）文化人類学、農村開発学、地理学、リモートセンシング、造林学、建築学、景観生態学、建築史学、環境地形学、社会人類学、公衆衛生学、養蜂技術学

H-02(FR4) 農業が環境を破壊するとき―ユーラシア農耕史と環境 43 44 9 96

（自然系）植物遺伝学、育種学、作物育種学、人類学、考古植物学、植物細胞遺伝学、植物分子遺伝学、分子遺伝学、農学、植物遺伝資源学、栽培植物起源学、花粉学、作物学、遺伝学、遺伝進化学、遺伝生態学、雪氷生物学、雑草生態学 、地球化学、同位体生物地球科学、植物学、植物細胞学、建築学、
植物生態学、古環境学、応用動物遺伝学、遺伝資源学、民族植物学
（人社系）文化人類学、日本中世史、喫茶文化史、哲学、植物考古学、民俗学、日本文化、考古学、中国古代史、楼蘭史、民族学、言語学、中山間地域経営学、言語学、人文地理学、自然学、地理学、東南アジア考古学、近世農村史、地域計画学、植物育種・遺伝資源探索、中国文学・シルクロード、
日本考古学、アッシリア学、美術史、日本史学、東洋史学
（複合系）考古学、人類学、民族学、地理学、環境考古学、植物学、民族植物学、山岳人類学、縄文考古学、狩猟採集民考古学、歴史生態学

H-03(FR3) 環境変化とインダス文明 24 24 10 58
（自然系）農学、自然地理学、考古学、生物科学、地学、地震学、自然地理学、土木工学、水文学、地球科学、雪氷生物学、地球物理学、年代測定学、資源環境地質学、地質学、地形学、遺伝学、変形地形学、生態学、気候変動学
（人社系）言語学、考古学、インド学、言語学（キナウル語）、経済学、文化人類学、西アジア史
（複合系）考古学、DNA考古学、民族学、植物遺伝資源学、動物考古学、植物考古学

H-04(FR3) 東アジア内海の新石器化と現代化：景観の形成史 5 40 20 65

（自然系）魚類学、景観工学、社会工学、微古生物学、食生活学
（人社系）社会言語学、交易史、日本史学、哲学、英語学、宗教民俗学、民俗学、景観史学、日欧考古学、考古学、日本考古学、文化人類学、中国考古学、英文学、日本語学、中国民俗学、朝鮮考古学、中世史学、政治学、歴史学、情報電子工学、中世考古学、歴史地理、人文歴史地理学、言語環境学、
環境社会学、人文地理学
（複合系）生態人類学、民族学、景観考古学、宗教民俗学、先史人類学、情報文化論、植物考古学、言語情報学、GIS考古学

E-04(FR3) 社会・生態システムの脆弱性とレジリアンス 17 14 9 40
（自然系）大気物理学、土壌資源学、境界農学、リモートセンシング、土壌学、農業気象学、森林生態、作物学、雑草学、気象学、数理生態学、地理学
（人社系）環境資源経済学、開発経済学、農業経済学、開発学、人類学、地域研究、アフリカ地域研究、国文学、人文地理、ジェンダー人類学、文化人類学、社会学、地理学、経済学
（複合系）環境地理学、医療経済学、生態人類学、緩和医療学、土壌水文学、人類生態学、地理情報学、数理モデル

PR メガシティが地球環境に及ぼすインパクト：そのメカニ
ズム解明と未来可能性に向けた都市圏モデルの提案

5 9 13 27
(自然系）土木計画学、水文学、都市緑地計画学、都市持続性研究学、リモートセンシング
（人社系）日本経済史、経営学（マーケティング／流通論）、中国思想史、宗教学、音環境学、地域資源管理学、地理情報システム、環境経済学、価値社会学
（複合系）建築史、都市史、都市政策地域計画、植民地建築論、東南アジア都市史、建築史、イスラーム建築・建築史、都市計画・空間情報科学、都市再生学、建築史、都市史、都市計画学、西洋都市史、歴史都市人口学

石川 FS 東南アジア沿岸域における生物資源の持続的利用に向け
た取り組み

9 4 9 22
(自然系）沿岸域生態学、集団遺伝学、遺伝学、水産学、魚類学、沿岸生態学、砂浜生態系、サンゴ礁生態学
（人社系）地域開発、漁業文化地理学、水産経済学、地域経済学
（複合系）保全生態学、水産学、文化人類学、国際水産開発学、地域研究、地域開発学

宇野 FS 中央アジアにおける遊牧民と農民の環境史学 5 3 1 9
(自然系）植物遺伝学、植物細胞遺伝学、岩石・鉱物・鉱床学、文化財科学、菌類・藻類研究
（人社系）社会心理学、民族社会学、アッシリア学
（複合系）地球環境学

嘉田 FS 東南アジアにおける食・農リスク適応型の流域圏設計 10 2 4 16
(自然系）土壌生態学、同位体環境学、環境化学、環境生態学、植物生態学、環境リスク疫学、有機化学、予防医学、栄養学、湖沼環境学
（人社系）環境経済学、農業経済学
（複合系）公衆衛生学、資源経済学、農村計画学

佐藤雅 FS 熱帯アジアにおける新興作物の急激な拡大による農業生
態系の遺伝子汚染

3 2 9 14
(自然系）植物遺伝学、生態学
（人社系）民族学、宗教学
（複合系）遺伝生態学、微生物生態学、植物遺伝学、植物栄養学、地域環境学、作物学、植物工学

須田 FS 開発と環境、人口流動―変化への生活適応と環境影響 5 5 4 14
(自然系）人類生態学、景観生態学、保健学
（人社系）人文地理学、民族考古学、社会人類学、文化人類学
（複合系）生態人類学

田中 FS 急激に変化する中国・長江流域の人間活動と自然の相互
作用

20 6 8 34
(自然系）生物海洋学、気候学、森林生態学、生態水文気象学、地形学、海洋物理学、気象学、水文気象学、植物生態学、環境リモセン学、森林水文学、衛星気象学
（人社系）社会学、人類学、農業経済学、環境経済学、農業市場学
（複合系）環境水文学、環境システム工学、砂防学、水資源工学、土木史学、環境アセスメント学、環境リモセン学

林田 FS モンスーンアジア地域における稲作・畜産活動の大気環
境負荷の研究―宇宙からの人間活動ウォッチング

15 0 9 24 (自然系）大気科学、植物遺伝学、リモートセンシング、地球化学、農学、灌漑排水学、インバースモデル
（複合系）環境システム工学、農学、環境経済学、水文気象学、統計学、育種学

総　　　　　　計 628 367 210 1205
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